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ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
「
裁
判
官
規
則
」
（
翻
訳
及
び
解
題
）

坂

田

仁

スウェーデン「裁判官規則」（翻訳及び解題）

本
稿
を
謹
ん
で
伊
東
乾
先
生
に
捧
げ
る
。

目
次
は
じ
め
に

裁
判
官
規
則
に
つ
い
て
［
解
題
］

　
1
　
規
則
の
成
立

　
2
　
ペ
ト
リ
略
伝

　
3
　
全
体
の
構
成

　
4
　
他
の
法
制
度
と
の
関
連

　
5
　
研
究
課
題

裁
判
官
が
完
全
に
従
う
べ
き
一
般
的
諸
規
則

は
じ
め
に

［
試
訳
］

現
在
出
版
さ
れ
て
い
る
王
国
法
典
は
、
王
国
法
典
に
統
治
組
織
法

及
び
出
版
自
由
法
な
ど
の
基
本
法
（
王
位
継
承
法
は
採
録
さ
れ
て
い

な
い
。
）
と
「
裁
判
官
が
完
全
に
従
う
べ
き
一
般
的
諸
規
則
」
と
を

併
せ
て
一
冊
と
し
て
流
布
し
て
い
る
。
こ
の
規
則
は
「
裁
判
官
規

則
」
と
一
般
的
に
呼
ば
れ
、
法
律
で
は
な
い
け
れ
ど
も
非
常
に
重
要

な
規
則
と
し
て
古
く
か
ら
習
慣
と
し
て
印
刷
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
規
則
に
つ
い
て
一
九
九
八
年
の
版
の
王
国
法
典
は
、
次
の

よ
う
に
注
を
附
し
て
い
る
。

　
　
コ
七
三
四
年
法
が
初
め
て
印
刷
さ
れ
た
と
き
、
こ
れ
ら
裁
判
官
規

　
則
（
オ
ラ
ウ
ス
・
ペ
ト
リ
に
よ
り
一
五
四
〇
年
頃
作
成
さ
れ
た
可
能
性

　
が
あ
る
）
が
『
常
に
習
慣
と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
』
附
加
さ
れ

　
る
べ
き
で
あ
る
と
決
定
さ
れ
た
。
そ
れ
以
来
、
法
典
の
後
の
版
に
は
こ

　
の
規
則
を
掲
載
す
る
こ
と
が
プ
ラ
ク
シ
ス
に
な
っ
て
い
る
。
」

　
こ
の
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
特
殊
な
規
則
の
試
訳
と
略
解
と
を
行
う
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（
1
）

の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

裁
判
官
規
則
に
つ
い
て

　
1
　
規
則
の
成
立

　
裁
判
官
規
則
は
、
一
七
三
四
年
に
王
国
法
典
が
議
会
で
可
決
さ
れ
、

そ
の
印
刷
の
準
備
が
一
七
三
六
年
に
完
全
に
整
っ
た
後
に
、
常
に
習

慣
と
し
て
用
意
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
裁
判
官
規
則
を
こ
の
新
し
い
立

法
作
業
と
と
も
に
印
刷
す
べ
き
で
あ
る
と
の
法
務
監
察
長
官
の
意
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

に
よ
っ
て
、
法
典
の
付
属
文
書
と
し
て
附
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
以
後
今
日
ま
で
王
国
法
典
と
共
に
毎
年
印
刷
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
王
国
法
典
そ
の
も
の
は
、
現
在
ま
で
に
度
重
な
る
改
正
作

業
に
よ
っ
て
内
容
が
現
代
化
さ
れ
て
い
る
が
、
裁
判
官
規
則
は
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
語
表
記
の
現
代
的
な
変
更
は
受
け
て
い
る
も
の
の
内
容
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

な
変
更
は
な
く
、
往
時
の
ま
ま
の
法
文
を
残
し
て
い
る
。

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
古
く
か
ら
成
文
法
主
義
を
取
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
、
一
七
三
四
年
法
の
制
定
以
前
に
既
に
王
国
全
体
に
効
力
を
も

つ
成
文
の
法
典
を
有
し
て
い
た
。
一
般
に
マ
グ
ヌ
ス
・
エ
リ
ク
ソ
ン

都
市
法
典
（
ζ
国
ω
昌
」
G
。
9
）
及
び
地
方
法
典
（
匡
国
一
い
w
お
8
）
、

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
地
方
法
典
（
内
詰
r
犀
島
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
他
、
更
に
古
い
時
代
に
各
地
方
に
は
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
効
力
を
も
っ
た
地
域
法
典
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
れ
ら

の
各
法
典
に
も
、
裁
判
官
規
則
が
附
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
最
も
古
い

も
の
は
、
早
く
一
四
世
紀
以
前
の
地
方
法
典
（
い
き
α
ω
ざ
冨
一
品
窪
）

　
（
4
）

の
時
代
か
ら
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
最
も
古
い
も
の
は
、
く
舘
眞
α
－

併
巴
甜
窪
に
附
さ
れ
て
い
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
比
較
的

短
い
も
の
で
、
裁
判
官
の
資
質
、
裁
判
官
の
人
格
的
条
件
、
裁
判
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

進
め
方
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
現
行
の
王
国
法
典
に
附
さ
れ
て
い
る
規
則
は
、
ま
た
オ
ラ
ウ
ス
・

ペ
ト
リ
の
裁
判
官
規
則
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
上
記

の
よ
う
に
規
則
の
作
成
者
が
オ
ラ
ウ
ス
・
ペ
ト
リ
で
あ
る
と
信
じ
ら

　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ペ
ト
リ
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
宗

教
改
革
を
ル
タ
ー
派
の
主
張
に
従
っ
て
指
導
し
た
人
物
と
し
て
知
ら

れ
て
お
り
、
福
音
国
家
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
精
神
的
支
柱
の
建
設
者
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

い
っ
て
も
，
よ
い
人
物
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
裁
判
官
規
則
は
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
で
あ
り
、
法
律
で

は
な
い
が
、
法
律
の
運
用
に
当
た
っ
て
重
要
な
原
則
を
示
す
歴
史
的

文
書
と
し
て
そ
の
命
脈
を
今
日
ま
で
保
っ
て
き
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

現
行
の
王
国
法
典
に
附
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
一
六
一
六
年
に
出
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

さ
れ
た
シ
ュ
ロ
デ
ー
ロ
の
訳
書
に
附
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
こ
の
年

に
裁
判
官
規
則
が
初
め
て
印
刷
に
付
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、

後
に
一
六
三
五
年
に
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
地
方
法
典
を
新
た
に
印
刷
す
る
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に
際
し
て
裁
判
官
規
則
も
と
も
に
印
刷
す
る
こ
と
と
な
っ
て
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

伝
統
が
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
裁
判
官
規
則
は
、
上
記
の

　
　
　
　
（
1
0
）

シ
ュ
ロ
デ
ー
ロ
を
始
め
と
し
て
多
く
の
学
者
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
引
用
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
更
に
は
、
一
六
二
〇
年

代
に
は
訴
訟
実
務
の
中
で
法
律
と
同
様
に
引
用
さ
れ
て
い
た
と
い
わ

（
n
）

れ
る
。

　
筆
者
は
、
裁
判
官
規
則
に
こ
こ
数
年
来
興
味
を
も
ち
、
そ
の
翻
訳

と
研
究
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
出
発
点
と
し
て
、
現
在
の
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
法
典
に
附
さ
れ
て
い
る
「
裁
判
官
規
則
」
の
全
訳

を
行
っ
た
。
そ
れ
が
本
稿
で
あ
る
。
な
お
、
訳
出
に
あ
た
っ
て
は
、

王
国
法
典
の
テ
キ
ス
ト
を
基
本
と
し
て
、
そ
の
他
、
テ
キ
ス
ト
の
基

礎
と
な
っ
た
、
シ
ュ
ロ
デ
ー
ロ
が
そ
の
訳
書
に
附
し
た
も
の
、
リ
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

で
出
版
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
ド
イ
ツ
語
訳
、
ア
ル
ム
ク
ウ
ィ
ス
ト
が

最
も
正
し
い
初
期
の
写
本
と
さ
れ
る
も
の
に
基
づ
き
、
現
行
の
テ
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

ス
ト
に
合
わ
せ
て
編
集
し
た
も
の
、
ア
ル
ム
ク
ウ
ィ
ス
ト
の
編
集
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

た
規
則
に
基
づ
い
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
ド
イ
ツ
語
訳
、
ペ
ト
リ
全
集
に

採
録
さ
れ
て
い
る
ア
ル
ム
ク
ウ
ィ
ス
ト
の
使
用
し
た
古
版
本
か
ら
の

（
1
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

復
刻
、
及
び
オ
ハ
イ
ム
の
現
行
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
の
英
訳
を
そ
れ
ぞ

　
　
　
　
（
1
7
）

れ
参
考
に
し
た
。

　
な
お
、
本
訳
業
は
こ
れ
か
ら
筆
者
の
意
図
す
る
研
究
の
序
論
的
意

味
合
い
を
有
す
る
点
か
ら
以
下
の
諸
点
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お

き
た
い
。
こ
れ
ら
は
、

る
も
の
で
あ
る
。

今
後
の
筆
者
の
研
究
の
努
力
目
標
を
指
示
す

　
2
　
ペ
ト
リ
略
伝

　
裁
判
官
規
則
の
作
者
は
、
オ
ラ
ウ
ス
・
ペ
ト
リ
（
9
零
拐

℃
9
昼
（
置
8
山
㎝
認
）
）
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ペ
ト
リ
は
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
宗
教
改
革
を
指
導
し
た
聖
職
者
で
、
弟
の
ロ
ー
レ
ン
テ

ィ
ウ
ス
・
ペ
ト
リ
（
い
窪
お
旨
ご
ω
℃
9
ユ
）
と
と
も
に
聖
書
の
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
語
訳
を
成
し
遂
げ
た
人
物
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
生
涯
を

略
記
す
る
。

　
オ
ラ
ウ
ス
・
ペ
ト
リ
は
エ
レ
ブ
ロ
（
σ
お
酵
o
）
で
出
生
し
た
。

出
生
年
に
つ
い
て
は
か
つ
て
は
一
四
九
七
年
と
さ
れ
て
い
た
が
、
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

在
で
は
一
四
九
三
年
が
正
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
少
年
期
は
エ
レ
ブ
ロ
で
教
育
を
受
け
、
そ
の
後
ウ
プ
サ
ラ
で
神
学
、

カ
ノ
ン
法
、
諸
学
（
＞
詳
窃
）
を
学
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
ド
イ
ツ
に
遊

学
し
、
最
初
は
ロ
ス
ト
ッ
ク
（
菊
8
8
畠
）
大
学
に
入
学
し
た
が
、

一
五
一
六
年
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ッ
ヒ
に
赴
き
、
ウ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
大
学

，
で
ル
タ
ー
と
出
会
う
。
一
五
一
八
年
宗
教
改
革
の
年
に
哲
学
の
マ
ギ

ス
テ
ル
の
学
位
を
獲
得
後
し
ば
ら
く
ウ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
に
留
ま
り
、

メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
（
勺
三
言
o
竃
巴
き
9
8
コ
）
の
講
義
に
出
席
し
た

後
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
帰
国
し
、
ス
ト
レ
ン
グ
ネ
ス
（
oっ
嘗
ぎ
讐
舘
）
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の
枢
機
卿
グ
レ
ゴ
リ
ィ
（
ζ
導
跨
冨
ω
9
£
o
旨
）
の
秘
書
と
な
る
。

一
五
二
〇
年
助
祭
に
補
さ
れ
る
。
一
五
二
四
年
ペ
ト
リ
は
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
に
出
て
、
市
の
書
記
に
任
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
か
ら
後
改
革
派

の
色
彩
を
強
め
、
｝
五
二
六
年
頃
よ
り
改
革
派
の
立
場
か
ら
文
書
を

出
版
し
始
め
た
と
さ
れ
る
。

　
一
五
二
七
年
ヴ
ェ
ス
テ
ロ
ー
ス
（
く
騎
房
岱
ω
）
の
議
会
で
国
王

と
改
革
派
と
が
勝
利
を
収
め
、
王
権
の
保
護
の
も
と
に
改
革
派
が
急

拡
大
す
る
。
ペ
ト
リ
は
、
国
王
グ
ス
タ
フ
・
ヴ
ァ
サ
（
O
島
貫
＜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

く
器
帥
）
の
戴
冠
式
で
説
教
を
行
い
、
国
王
が
人
民
の
た
め
に
存
在

す
る
と
の
見
解
を
示
し
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
前
後
に
下
記
の
よ
う

な
著
書
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　
　
反
キ
リ
ス
ト
的
書
簡
へ
の
回
答

　
　
一
二
の
質
間
に
対
す
る
回
答

　
　
神
の
言
葉
と
人
の
お
き
て

　
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
に
よ
る
典
礼
提
要

　
一
五
三
一
年
ペ
ト
リ
は
大
法
官
（
内
雪
ω
ε
に
任
じ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
二
年
後
大
法
官
を
解
任
さ
れ
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
説
教

に
専
念
す
る
。
し
か
し
、
一
五
三
九
年
ア
ン
ド
レ
ア
エ
（
ピ
霊
お
旨
－

ビ
ω
＞
β
α
お
器
）
と
と
も
に
反
逆
罪
で
逮
捕
・
訴
追
さ
れ
、
一
五
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

○
年
一
月
死
刑
の
判
決
を
受
け
る
が
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
民
の
協

力
で
多
額
の
賠
償
金
を
国
王
に
支
払
い
、
恩
赦
を
得
る
。
一
五
四
三

年
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
聖
ニ
コ
ラ
ス
大
教
会
の
牧
師
に
選
任
さ
れ
る
。

一
五
五
二
年
四
月
一
九
日
死
去
、
遺
体
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
教
区
教

　
　
　
　
　
（
2
1
）

会
に
埋
葬
さ
れ
た
。

　
ペ
ト
リ
の
主
な
著
書
に
は
以
上
の
他
下
記
の
も
の
が
あ
る
。

　
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
年
代
記

　
　
都
市
法
典
注
釈

　
　
法
律
彙
集

　
　
法
典
へ
の
小
入
門

　
　
す
べ
て
の
福
音
派
の
牧
師
へ
の
警
告

　
ペ
ト
リ
が
裁
判
官
規
則
の
著
者
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
を
は
さ
む
記

録
は
な
い
が
、
著
者
で
あ
る
こ
と
を
直
接
証
明
す
る
史
料
は
な
い
と

さ
れ
て
い
る
。
ホ
ル
ム
ベ
ッ
ク
に
よ
る
と
、
ペ
ト
リ
が
著
者
で
あ
る

と
注
記
し
て
い
る
写
本
は
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
王
立
図
書
館
、
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム
の
王
立
図
書
館
な
ど
に
あ
る
も
の
で
、
同
時
に
編
纂
年

代
を
一
五
四
四
年
と
注
記
し
て
い
る
写
本
が
ウ
プ
サ
ラ
大
学
図
書
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
22
）

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
ペ
ト
リ
の
裁
判
官
規
則
の
編

纂
事
情
に
つ
い
て
は
、
ペ
ト
リ
の
個
人
的
な
傾
向
と
し
て
、
一
般
市

民
の
最
善
を
最
も
重
視
す
る
ペ
ト
リ
の
個
人
的
な
思
想
か
ら
考
え
る

行
き
方
と
当
時
の
社
会
的
条
件
を
考
慮
に
入
れ
た
検
討
の
仕
方
が
み

　
（
2
3
）

ら
れ
る
。
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スウェーデン「裁判官規則」（翻訳及び解題）

　
3
　
全
体
の
構
成

　
裁
判
官
規
則
は
三
個
の
部
分
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

一
は
裁
判
官
及
び
公
務
員
の
倫
理
に
関
す
る
ペ
ト
リ
の
説
教
、
二
は

短
い
法
律
格
言
集
、
三
は
訴
訟
手
続
（
拷
問
の
禁
止
、
宣
誓
手
続
、

証
拠
法
則
な
ど
）
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
裁
判
官
規
則
本
文
の
翻
訳
が
自
ず
か
ら
明
ら
か
に
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
こ
こ
で
と
ど
め
て
お
き
た
い
。
今
後
の

問
題
と
し
て
は
、
そ
の
個
々
の
部
分
・
規
定
の
成
立
と
、
そ
れ
ら
が

裁
判
官
規
則
に
ま
と
め
上
げ
ら
れ
て
一
つ
の
規
則
と
な
っ
た
事
情
が

明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
4
　
他
の
法
制
度
と
の
関
連

　
裁
判
官
規
則
は
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
制
度
と
ど
の
よ
う
な
関

係
に
立
っ
て
い
る
か
。
こ
こ
で
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
古
代
か
ら
の

法
と
の
関
係
が
ま
ず
第
一
に
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
前
述
し
た
よ

う
に
、
そ
の
最
も
古
い
も
の
は
既
に
一
四
世
紀
以
前
に
存
在
し
て
い

た
。
ま
た
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
ゲ
ル
マ
ン
の
流
れ
を
汲
む
国
家
、
民

族
で
あ
り
、
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
法
と
結
び
付
い
て
い
る
。
第
二
に
カ

ノ
ン
法
と
の
関
係
が
問
題
に
な
る
。
キ
リ
ス
ト
教
国
家
と
し
て
こ
れ

も
当
然
の
関
心
の
対
象
で
あ
る
。
第
三
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
共
通

の
伝
統
で
あ
る
ロ
ー
マ
法
か
ら
の
影
響
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
し
て
最
後
に
中
世
ド
イ
ツ
と
の
関
係
で
、
カ
ロ
リ
ナ
法
典
及

び
バ
ン
ベ
ル
ゲ
ン
シ
ス
か
ら
の
影
響
も
視
野
に
収
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
更
に
、
そ
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
も
考
察
の
中
に
加
え
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
も
今
後
の
問
題
で
あ
る
。
聖
書
、
ロ
ー
マ

法
、
カ
ノ
ン
法
、
ド
イ
ツ
法
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
法
の
伝
統
か
ら
の
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

響
は
、
ど
の
研
究
者
に
よ
っ
て
も
等
し
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
5
　
研
究
課
題

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
成
文
法
主
義
の
国
家
で
あ
る
。
従
っ
て
、
人
々

の
生
活
を
規
律
す
る
規
則
は
原
則
的
に
国
王
及
び
議
会
の
制
定
す
る

勅
令
及
び
法
律
に
よ
っ
て
い
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
法
典
が
そ
の

中
核
を
な
し
て
い
る
。
一
七
三
四
年
法
と
一
般
に
呼
ば
れ
る
法
典
そ

の
も
の
は
、
議
会
の
審
議
を
経
て
、
更
に
国
王
が
こ
れ
を
認
証
し
て

法
律
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
裁
判
官
規
則
は
そ
の
よ
う
な
手
続
き
を

一
切
経
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
古
来
の
習
慣
に
従

っ
て
法
典
の
重
要
な
付
属
文
書
と
し
て
王
国
法
典
の
成
立
後
に
附
加

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
が
本
来
法
あ
る
い
は
法
律
と

し
て
の
意
味
を
も
つ
も
の
か
否
か
と
い
う
こ
と
も
考
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
イ
リ
カ
ン
ガ
ス
は
、
裁
判
官
規
則
が
法
律
と
し
て
制
定
さ

れ
た
も
の
で
な
か
っ
た
故
に
長
い
生
命
を
保
ち
得
た
の
で
あ
り
、
そ

れ
は
伝
統
的
な
北
欧
の
法
秩
序
の
継
続
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
し
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（
2
5
）

て
い
る
。
ま
た
、
モ
デ
ー
ル
に
よ
る
と
、
今
世
紀
の
初
頭
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
す
べ
て
の
行
政
官
は
そ
の
修
習
を
裁
判
所
で
始
め
た
と
い
わ

　
　
（
2
6
）

れ
て
お
り
、
こ
の
事
実
は
裁
判
官
規
則
が
す
べ
て
の
公
務
員
の
倫
理

規
定
の
性
格
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
、
ド
イ
ツ
（
神
聖
ロ
ー
マ
帝

国
）
の
カ
ロ
リ
ナ
法
典
な
ど
と
並
ん
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
法
制
度

の
独
自
性
を
示
す
も
の
と
し
て
、
裁
判
官
規
則
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を

含
む
北
欧
の
法
制
史
と
の
関
わ
り
の
問
題
が
示
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、

理
論
的
、
比
較
法
的
、
及
び
法
制
史
的
な
研
究
の
必
然
性
が
示
唆
さ

れ
る
。
こ
う
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
多
数
の
研
究
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

研
究
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
研
究
者
に
よ

る
包
括
的
な
研
究
も
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
な
が
ら
こ
れ

か
ら
筆
者
な
り
に
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。
そ
こ
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
英
米
法
、
ド
イ
ツ
法
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
研
究
と
は
異
な

っ
た
有
益
な
示
唆
が
我
々
日
本
人
に
も
た
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
こ
の
翻
訳
の
中
で
は
「
権
利
」
と
い
う
訳
語
を
用
い
て
い

な
い
。
そ
れ
は
権
利
概
念
が
一
七
世
紀
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
と
い

う
故
ア
ン
ネ
シ
ュ
教
授
（
ギ
o
h
国
＞
ロ
器
お
）
の
ご
教
示
に
よ
る
。

こ
の
点
で
同
教
授
に
謝
意
を
表
す
る
。
併
せ
て
、
K
・
ス
ベ
リ

（
汐
O
い
雰
ω
語
邑
、
菱
木
昭
八
朗
、
萩
原
金
美
、
宮
澤
浩
一
の
各

教
授
に
も
謝
意
を
表
す
る
。

（
1
）
　
R
。
ω
＜
R
蒔
8
閑
穿
詔
い
躍
一
〇
〇
〇
〇
｝
ロ
P
図
？
図
9
く
。
上
記
の

注
は
、
一
九
八
六
年
版
よ
り
附
さ
れ
て
い
る
。

　
裁
判
官
規
則
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
法
典
内
で
の
位
置
の
変
遷
に

　
つ
い
て
は
、
≧
ヨ
ρ
三
曾
お
目
）
マ
9
口
』
。
を
参
照
。
一
八
三
七

－
四
二
年
の
版
に
は
裁
判
官
規
則
は
意
識
的
に
附
さ
れ
て
い
な
い
と

　
い
う
。
ま
た
、
一
六
六
五
／
六
六
年
版
よ
り
現
在
の
番
号
を
つ
け
た

れ
た
と
い
う
（
害
一
野
マ
巨
曽
戸
ε
。
ω
9
ヨ
一
舞

　
一
〇
①
ρ
℃
P
ω
㎝
－
B
o
｛
．

（
2
）
＝
o
ぎ
富
畠
一
旨
o。
も
．
ま
9

（
3
）
　
ω
9
8
号
8
の
古
版
本
と
の
相
違
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

（
4
）
一
轟
R
一
〇
〇〇
ω
も
」
“
。

（
5
）
＝
o
一
目
鼠
畠
一
8
0
。
も
。
曽
O
ら
』
●
言
当
写
色
お
忘
も
」
9

　
含
く
器
置
窪
巴
諾
窪
は
、
古
い
い
雪
房
冨
冨
冨
窓
ヨ
餌
の
一
つ
で

　
あ
る
O
α
富
一
譜
碧
の
一
部
で
、
そ
の
最
も
古
い
も
の
は
二
一
二
〇

　
年
頃
ま
で
遡
る
と
い
わ
れ
る
（
H
凝
角
這
o。
G。
も
」
腿
。
）
。

　
　
裁
判
官
規
則
に
は
二
つ
の
種
類
の
写
本
が
あ
る
（
＞
ぎ
ρ
9
誓

　
一
3
ザ
ロ
P
畠
｛
｛
●
o
ご
。

（
6
）
　
そ
の
成
立
を
一
五
四
〇
年
代
と
す
る
の
は
ホ
ル
ム
ベ
ッ
ク

　
（
＝
o
一
目
鼠
畠
）
、
一
五
二
四
な
い
し
三
〇
年
と
す
る
説
は
シ
ユ
ッ
ク

　
（
o
り
3
0
畠
）
の
も
の
と
さ
れ
る
（
≧
ヨ
ρ
三
曾
ω
こ
↓
一
8
9
ロ
。
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一
〇
。
ご
。
一
五
三
〇
年
代
の
後
半
と
す
る
の
は
ア
ル
ム
ク
ウ
ィ
ス
ト

　
（
一
げ
箆
こ
P
一
〇
〇
8
》
一
ヨ
ρ
9
誓
這
㎝
ザ
マ
鈎
P
9
）
で
あ
る
。

（
7
）
　
そ
の
銅
像
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
王
宮
の
裏
手
に
あ
る
ス
ト
ル

　
・
チ
ュ
ル
カ
ン
の
裏
（
丁
度
両
者
の
中
間
に
あ
た
る
）
に
立
っ
て
い

　
る
。

（
8
）
　
≦
巴
9
｝
○
こ
勾
簿
8
慧
コ
暢
O
o
巳
昌
ヨ
磯
（
α
＜
①
『
ω
印
暮
麩

　
国
ユ
8
ω
o
ぼ
o
号
8
γ
ω
8
良
プ
〇
一
B
レ
爵
ρ
第
二
版
一
①
一
〇
●
原
書

　
は
、
O
R
8
耳
ω
く
昌
〇
三
づ
仁
⇒
堕
句
寅
昌
ζ
⊆
旨
＼
ζ
」
関
Oo
。

　
　
モ
デ
ー
ル
は
本
書
を
以
っ
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
裁
判
官
文
化
の
発

　
祥
と
み
て
い
る
（
竃
o
泳
R
一
8
介
P
P
）
。

（
9
）
＞
一
ヨ
2
凶
ω
二
〇
〇
刈
も
。
食
一
。
≦
一
鼠
薦
器
一
8
一
も
。
O
ω
。

（
1
0
）
　
一
雪
？
一
窪
伊
一
六
〇
四
年
に
貴
族
に
な
り
、
幹
旨
8
と
改
名
。

　
マ
ー
ル
ブ
ル
グ
大
学
で
法
律
を
学
び
、
帰
国
後
地
方
裁
判
所
長
、
控

訴
院
長
を
歴
任
。
都
市
法
の
注
釈
書
も
書
い
て
い
る
。
≧
ヨ
2
奪

　
一
逡
9
P
N
O
。

（
1
1
）
　
冒
⊆
昌
耳
①
一
＝
逡
合
O
P
嵩
O
－
一
。

（
1
2
）
　
困
9
9
¶
勾
①
鴨
汐
窪
ω
、
、
ω
9
名
①
象
ω
魯
o
ω
い
◎
鵠
O
”
勾
①
o
げ
貯

　
＼
…
＼
＝
震
ヨ
O
帥
二
α
Φ
ヨ
Z
窪
昌
舞
雪
＼
…
＼
8
旨
詫
旨
ぼ
雪
＼
仁
コ
α

　＞づ

8
一
〇
〇
〇
〇
●
℃
仁
巨
一
〇
罵
雪
＼
…
宰
餌
g
ζ
q
旨
⊆
⇒
α
い
①
甘
N
蒔
＼
：
。
＼

　
ω
¢
9
7
餌
⇒
色
震
ω
ヨ
匹
窃
＼
。
，
、
＼
嵩
8
。
．
．

（
1
3
）
　
≧
ヨ
ρ
三
ω
二
3
廿
℃
P
N
o。
－
ω
O
一

（
14
）
　
ω
9
ヨ
一
島
一
8
ρ
冒
P
ω
ゆ
－
㎝
O
●

（
1
5
）
　
○
℃
ω
ω
＜
o
一
’
♪
℃
P
N
8
－
oo
一
一
■

（
1
6
）
　
O
喜
①
冒
一
〇
爲
も
P
N
O
幽
o。
。

（
1
7
）
　
以
上
の
他
に
ラ
テ
ン
語
版
、
デ
ィ
ク
ス
の
現
行
の
テ
キ
ス
ト
の

　
ド
イ
ツ
語
の
抄
訳
（
U
一
x
一
〇
自
）
な
ど
が
あ
る
。

（
1
8
）
　
ω
号
ヨ
一
α
け
一
〇
〇
ρ
P
一
S
oD
魯
O
畠
一
〇
〇
8
矯
P
刈
’
ω
3
山
畠

　一

〇〇

声
P
一
ω
●

　　　　パ　　　　　　　ハ　　　　

23　22　21　20　　19
）　　　）　　　）　　　）　　　）

　一≦

仁
づ
寮
Φ
＝
一
漣
“
”
O

（
2
4
）

（
2
5
）

（
2
6
）

○
℃
oo
ω
＜
o
一
●
一
り
O
P
Go
一
ω
R

＞
一
ヨ
ρ
三
ω
酢
一
〇
お
p

ペ
ト
リ
の
伝
記
に
は
寓
o
一
ヨ
一
〇
嵩
あ
魯
O
臭
一
〇
〇
器
が
あ
る
。

＝
o
一
ヨ
σ
餌
畠
一
8
0
0
｝
℃
P
8
隷
。

後
者
と
し
て
K
一
一
ざ
漏
霧
一
8
ト
薯
」
。
曽
’
｝
前
者
と
し
て

　
　
　
　
　
．
一
①
9
＝
o
一
ヨ
げ
餌
畠
一
旨
oo
〕
O
P
ミ
凝
。

一
≦
一
白
耳
Φ
一
＝
濾
合
＝
o
一
ヨ
げ
餌
畠
一
旨
o
o
曽
≧
ヨ
ρ
三
2
お
包
①
辞
ρ

く
一
一
惹
コ
ひ
q
霧
一
8
一
一
P
一
〇
一
’

霞
o
泳
震
一
8
倉
P
一
〇
．
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裁
判
官
が
完
全
に
従
う
べ
き
一
般
的
諸
規
則

　
（
試
訳
）

（
［
］
は
、
≧
ヨ
ρ
三
ω
二
3
ザ
O
P
田
－
ω
O
。
所
収
の
規
則
と
の
照
合
に

よ
る
異
同
を
示
す
。
○
℃
ω
ω
版
及
び
勾
勾
嵩
8
版
の
原
注
を
併
記
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
　

　
裁
判
官
は
、
ま
ず
、
自
分
が
神
の
受
命
者
で
あ
り
、
自
分
の
行
う

職
務
は
、
神
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
自
分
自
身
に
属
す
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
を
熟
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
（
2
）

に
裁
判
官
は
自
分
の
［
宣
告
す
る
］
判
決
［
は
］
神
の
御
業
の
中
に

あ
り
、
神
の
代
理
で
あ
り
、
か
く
し
て
、
そ
れ
は
神
の
判
決
で
あ
っ

て
人
間
の
判
決
で
は
な
い
が
故
に
、
神
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
熟
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
［
ま
た
、
何
と
な
れ
ば
、
裁
判
官

は
、
神
の
代
理
と
し
て
虚
偽
の
判
決
を
行
わ
ず
、
も
し
行
え
ば
神
の

法
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
神
の
判
決
と
受
命
と
を
乱
用
し
て
暴
虐

と
不
法
と
を
行
っ
た
故
に
そ
の
判
決
に
よ
り
自
ら
を
永
遠
の
呪
い
に

処
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
確
実
に
予
見
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

（
3
）る
］
。
し
か
し
、
裁
判
官
が
正
し
く
判
決
す
る
意
志
を
有
し
、
法
に

関
す
る
自
ら
の
最
大
の
知
識
に
従
っ
て
細
か
く
調
査
を
行
い
、
な
お
、

自
ら
の
無
知
識
の
た
め
に
法
を
発
見
で
き
ず
、
虚
偽
の
判
決
を
述
べ

た
場
合
に
は
、
そ
の
裁
判
官
は
、
冷
酷
さ
か
ら
で
は
な
く
、
過
失
に

よ
り
自
ら
の
意
志
に
反
し
て
虚
偽
の
判
決
に
到
達
し
た
と
い
う
弁
解

を
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
刑
罰
が
科
さ
れ
る
場
合
に
は
過
失

罰
金
と
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
1
）
　
「
行
い
、
宣
告
す
る
」

（
2
）
　
「
も
」

（
3
）
　
「
ま
た
、
何
と
な
れ
ば
、
裁
判
官
に
と
っ
て
、
神
の
代
理
と
し

　
て
誤
っ
た
判
決
を
行
わ
な
い
こ
と
を
確
実
に
予
見
す
る
こ
と
が
重
要

　
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
神
は
法
を
有
し
、
不
法
を
有
す
る
こ
と
を

　欲し

な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
人
の
裁
判
官
が
自
ら
承
知
し

　
て
、
誤
っ
た
判
決
を
行
え
ば
、
神
の
法
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
神

　
の
受
命
を
乱
用
し
て
暴
虐
と
不
法
と
を
行
っ
て
い
る
が
故
に
、
自
ら

　
を
永
遠
の
呪
い
に
処
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
」

＊
　
O
℃
ω
ω
版
注
、
歴
代
誌
略
下
一
九
章
。

　
　
　
　
第
一

　
裁
判
官
は
、
正
し
く
判
決
す
る
と
い
う
神
の
受
命
を
実
行
す
る
の

で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
故
に
何
が
法
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
に
全
力
を

つ
く
し
て
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
聖
書
に
書

か
れ
て
い
る
こ
と
及
び
そ
の
根
拠
と
意
味
と
が
何
で
あ
る
か
を
知
ら

ぬ
も
の
は
説
教
者
と
し
て
適
当
で
な
い
如
く
、
［
法
律
の
内
容
と
す
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（
1
）

る
こ
と
］
及
び
そ
の
根
拠
と
意
味
と
が
何
で
あ
る
か
を
知
ら
ず
、
か

つ
、
そ
れ
が
如
何
に
用
い
ら
れ
る
べ
き
か
を
知
ら
ぬ
者
は
裁
判
官
と

し
て
適
当
で
は
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
故
に
、
何
ら
の
理
解
力
を
も
た

ぬ
者
を
裁
判
官
と
し
て
選
び
出
す
者
は
、
危
険
に
直
面
し
、
明
ら
か

に
不
法
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
何
が
法
で
あ
る

か
を
知
ら
ぬ
者
は
如
何
に
し
て
法
を
判
決
す
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う

か
。
ま
た
、
か
く
の
如
き
理
性
の
な
い
裁
判
官
を
選
び
出
す
者
は
、

言
い
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
虚
偽
の
判
決
に
関
与
し
た
こ

と
に
な
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
恐
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
職
務
を
引
き
受
け
、
な
お
そ
れ
を
［
遂
行
で
き
ぬ
］
者
も
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

「
自
ら
危
険
に
直
面
し
、
」
無
理
解
に
行
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
「
法
律
の
中
に
存
在
し
、
法
律
の
内
容
と
す
る
こ
と
」

　
（
2
）
　
「
実
行
で
き
な
い
」

　
（
3
）
　
こ
の
部
分
は
な
い
。

　
　
　
　
第
二

　
ま
た
、
裁
判
官
は
、
自
ら
神
の
受
命
者
で
あ
る
如
く
に
、
自
分
が

判
決
を
下
す
人
々
を
、
神
の
た
め
に
審
問
す
る
の
は
、
自
分
の
受
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

と
し
て
で
は
な
く
、
神
の
［
受
命
］
と
し
て
、
神
に
属
す
る
人
々
に

判
決
す
る
の
で
あ
っ
て
自
分
に
属
す
る
人
々
に
判
決
す
る
の
で
は
な

い
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
［
何
と
な
れ
ば
、
裁
判
官
は
、

人
々
の
属
し
て
い
る
神
の
前
に
答
弁
に
立
と
う
と
し
て
い
る
神
に
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

す
る
人
々
に
判
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
］

　
（
1
）
　
「
受
命
及
び
職
務
」

　
（
2
）
　
こ
の
部
分
は
な
い
。

　
　
　
　
第
三

　
ま
た
同
様
に
、
裁
判
官
は
、
裁
判
官
の
職
務
が
一
般
の
人
々
の
最

善
の
た
め
に
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
自
ら
の
最
善
の
た
め

に
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
、
そ
れ
故
に
、
裁
判
官
は
、

そ
の
職
務
を
一
般
の
人
々
の
利
益
の
た
め
に
用
い
、
自
ら
の
利
益
の

た
め
に
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
、
な
お
ま
た
、
そ
の
職
務
が

正
し
く
用
い
ら
れ
た
と
き
に
は
自
ら
の
利
益
に
も
な
る
こ
と
を
、
熟

考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
れ
ば
、
裁
判
官
は
、
そ
の
職
務
に
よ

っ
て
一
般
の
最
善
を
求
め
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
自
ら
の
最
善
を
求
め

る
べ
き
で
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
裁
判
官
は
、
一
般
の
人
々
の
た

め
に
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
一
般
の
人
々
が
裁
判
官
の
た
め
に
存

在
す
る
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
第
四

　
ま
た
今
述
べ
た
こ
と
に
よ
り
、
明
ら
か
に
、
多
額
の
罰
金
を
取
得

す
る
た
め
に
す
べ
て
の
法
律
を
執
行
す
る
こ
と
は
、
神
に
対
し
て
危
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険
に
も
立
ち
向
か
う
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
何
と
な
れ
ば
、

法
律
は
罰
金
の
た
め
に
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
法
の
た
め
に
存
在

す
る
の
で
あ
り
、
一
般
の
人
々
の
有
用
と
利
益
の
た
め
に
存
在
す
る

の
で
あ
っ
て
、
法
律
違
反
の
課
税
や
損
害
や
破
滅
の
た
め
に
存
在
す

る
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
自
分
の
領
主
の
た
め
に
多
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
罰
金
を
手
に
入
れ
る
こ
と
ば
か
り
を
［
求
め
］
て
い
る
執
行
吏
や

州
知
事
は
領
主
の
有
害
な
敵
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に

不
正
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
も
の
は
、
領
主
が
自
ら
正
当
に
集
め
た

も
の
を
す
べ
て
も
ち
去
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
故
に
、

領
主
は
自
分
自
身
の
執
行
吏
が
か
く
有
害
で
あ
る
ほ
ど
に
、
有
害
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

敵
を
も
つ
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
［
何
と
な
れ
ば
］
不
正
に
よ
る

金
銭
は
そ
の
十
倍
の
正
当
な
金
銭
を
も
ち
去
っ
て
し
ま
う
［
か
ら
で

（
2
）

あ
る
］
。
ま
た
そ
れ
故
に
、
不
正
に
よ
る
罰
金
を
領
主
の
大
蔵
に
納

入
す
る
こ
と
以
上
に
大
き
な
損
害
を
領
主
に
与
え
る
こ
と
は
あ
り
得

な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
そ
の
大
蔵
の
中
に
あ
る
正
当
な
品
物
を
そ
の

者
が
自
ら
外
に
運
び
出
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
人
々
が
言
い
な

ら
わ
し
て
い
る
よ
う
に
、
不
正
に
よ
る
金
銭
を
中
に
保
管
す
る
に
は

　
　
（
3
）

［
強
力
な
］
鍵
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
［
罪
を
伴

（
4
）

っ
て
］
得
ら
れ
、
そ
れ
は
悲
し
み
を
伴
っ
て
消
え
て
い
く
。
そ
の
原

因
は
、
裁
判
官
職
を
定
め
ら
れ
た
神
が
そ
の
よ
う
に
し
て
乱
用
が
始

ま
る
こ
と
、
人
々
が
一
般
の
最
善
を
求
め
る
べ
き
も
の
を
自
分
自
身
ー

の
た
め
に
用
い
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
暴
虐
［
を
妨
げ

（
5
）る
］
た
め
に
も
暴
虐
を
行
う
た
め
に
も
そ
れ
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
を

み
つ
め
る
時
、
そ
れ
を
用
い
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
最
も
巨
大
な

損
害
が
生
じ
る
に
至
ら
し
め
る
こ
と
に
あ
る
。
［
そ
し
て
、
そ
れ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

我
々
の
貧
欲
の
正
し
い
報
酬
な
の
で
あ
る
。
］
そ
う
し
て
、
神
は
、

海
戦
や
陸
戦
や
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
損
害
を
伴
う
支
払
を
発
生
さ

せ
る
。
そ
こ
で
は
、
不
法
に
捕
獲
さ
れ
た
財
物
も
合
法
的
に
捕
獲
さ

れ
た
財
物
も
消
費
さ
れ
る
に
違
い
な
く
、
そ
し
て
、
こ
れ
は
正
に

（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

［
＊
］
内
部
で
生
じ
る
の
で
あ
［
り
、
彼
ら
に
暴
虐
を
用
い
て
］
防

衛
し
、
金
銭
を
引
き
入
れ
る
一
方
で
、
我
々
に
暴
虐
を
加
え
る
者
達

が
再
び
や
っ
て
き
て
、
暴
虐
に
よ
り
搬
入
さ
れ
た
も
の
が
暴
虐
に
よ

り
払
い
出
さ
れ
る
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。

　パパ　ハ　　ハ87654321）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　）

「
実
行
し
」

こ
の
部
分
な
し
。

こ
の
部
分
な
し
。

「
不
法
な
も
の
と
し
て
」

「
か
ら
守
る
」

こ
の
部
分
な
し
。

「
我
々
の
」

「
る
。
暴
虐
を
他
の
者
に
加
え
つ
つ
」
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第
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
こ
れ
を
信
じ
よ
う
と
し
な
い
者
は
、
経
験
に
よ
っ
て
［
よ
く
］
感

じ
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
、
職
務
の
上
で
暴
虐
を
回
避
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

べ
き
者
が
暴
虐
を
［
用
い
る
］
時
、
神
は
そ
の
暴
虐
を
処
罰
せ
ず
に

お
こ
う
と
は
し
な
い
。
そ
れ
故
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
主
は
、
州
知
事
又

は
執
行
吏
と
し
て
優
先
し
て
派
遣
す
る
者
に
賢
明
に
留
意
す
べ
き
で

　
　
（
3
）

あ
「
り
、
」
そ
し
て
、
そ
の
者
に
次
の
よ
う
に
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
往
け
、
そ
し
て
私
の
た
め
に
誠
実
で
、
慈
悲
深
く
あ
れ
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

し
て
、
何
者
か
ら
も
［
不
正
に
よ
る
］
金
銭
［
又
は
不
正
に
よ
る
罰

（
5
）金
］
を
私
の
も
と
に
も
た
ら
す
な
［
、
何
と
な
れ
ば
、
そ
の
時
お
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

え
は
私
に
損
害
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
、
］
と
。
そ
し

て
、
以
上
の
こ
と
は
、
罰
金
を
求
め
て
法
律
を
歪
め
［
、
多
数
の
貧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

し
い
人
々
に
暴
虐
と
不
法
と
を
行
っ
］
て
い
る
者
に
つ
い
て
述
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

い
る
の
で
［
あ
っ
て
、
］
法
的
及
び
道
徳
的
に
正
当
な
罰
金
に
つ
い

　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

て
、
［
述
べ
ら
れ
、
］
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
［
＊
］
。

ハ　　　ハ　　　　　ハ

654321
こ
の
部
分
な
し
。

「
行
う
」

「
る
。
」

「
不
法
な
」

こ
の
部
分
な
し
。

こ
の
部
分
な
し
。

10987
こ
の
部
分
な
し
。

「
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
」

こ
の
部
分
な
し
。

「
か
ら
で
あ
る
し

　
　
　
　
第
六

　
［
裁
判
官
は
、
そ
れ
に
従
っ
て
判
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
法
律

を
正
確
に
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
と
な
れ
ば
法
律
は
、
裁
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

官
に
と
っ
て
正
す
る
た
め
に
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
］

　
（
1
）
　
こ
の
部
分
は
全
文
欠
如
し
て
い
る
。

　
　
　
　
第
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
す
べ
て
の
法
律
は
、
一
般
の
最
善
［
に
役
立
た
］
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
故
に
、
法
律
が
有
害
な
場
合
に
は
そ
れ
は
す

で
に
法
律
で
は
な
く
、
法
律
違
反
で
あ
［
り
、
廃
棄
さ
れ
る
べ
き
で

（
2
）あ
］
る
。

　
（
1
）
　
「
の
た
め
の
も
の
で
」

　
（
2
）
　
こ
の
部
分
な
し
。
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第
八

　
優
れ
た
賢
明
な
裁
判
官
は
優
れ
た
法
律
よ
り
も
優
っ
て
い
る
。

［
何
と
な
れ
ば
、
そ
の
裁
判
官
は
、
常
に
状
況
に
応
じ
た
処
理
が
で

　
　
　
　
　
（
1
）

き
る
か
ら
で
あ
る
。
］
邪
悪
で
不
公
正
な
裁
判
官
の
い
る
と
こ
ろ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

は
、
優
れ
た
法
律
は
［
何
の
］
助
け
に
も
な
ら
な
い
。
［
何
と
な
れ

ば
、
そ
の
裁
判
官
は
、
優
れ
た
法
律
を
自
分
の
心
情
に
従
っ
て
歪
曲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

し
、
不
法
な
も
の
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。
］

　
（
1
）
　
こ
の
部
分
な
し
。

　
（
2
）
　
「
少
し
の
」

　
（
3
）
　
こ
の
部
分
な
し
。

　
　
　
　
第
九

　
法
的
及
び
道
徳
的
に
正
当
で
な
い
も
の
は
、
ま
た
法
律
に
も
な
り

　
　
　
　
（
1
）

得
な
い
。
［
＊
］
法
律
自
体
の
有
す
る
道
徳
的
正
当
性
に
よ
り
法
律

　
　
　
　
　
　
（
2
）

は
是
認
さ
れ
る
［
＊
］
。

　
（
1
）
　
「
何
と
な
れ
ば
」

　
（
2
）
　
「
か
ら
で
あ
る
」

　
　
　
　
第
一
〇

　
す
べ
て
の
法
律
は
賢
明
さ
を
も
っ
て
運
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

何
と
な
れ
ば
、
最
高
の
法
は
［
最
大
の
］
不
法
で
あ
り
、
恩
寵
が
法

に
は
伴
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
「
最
高
の
」

　
　
　
　
第
二

　
法
律
は
、
そ
れ
が
処
罰
し
な
い
こ
と
を
す
べ
て
是
認
し
て
い
る
の

で
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
す
べ
て
の
犯
罪
を
法
典
に
数
え
あ
げ
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
第
一
二

　
裁
判
官
は
す
べ
て
の
法
律
に
お
い
て
、
法
律
を
作
っ
た
者
の
目
論

　
　
　
　
　
（
1
）

見
に
注
意
［
せ
よ
］
。
で
な
け
れ
ば
、
法
律
は
乱
用
さ
れ
［
、
法
律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

を
作
っ
た
者
の
意
図
以
外
の
心
情
に
向
け
ら
れ
］
る
。

　
（
1
）
　
「
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

　
（
2
）
　
「
得
」

　
　
　
　
第
ニ
ニ

　
一
般
の
人
々
の
最
善
が
最
良
の
法
律
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
故
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

成
文
の
法
律
が
［
そ
の
文
言
に
従
っ
て
、
］
異
な
っ
て
読
ま
れ
［
る

　
　
　
（
2
）

よ
う
に
見
え
］
る
と
し
て
も
、
一
般
の
人
々
に
有
用
と
認
め
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

こ
と
が
ら
は
法
律
に
［
含
め
］
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
こ
の
部
分
な
し
。
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（
2
）
　
「
得
」

（
3
）
　
「
数
え
」

　
　
　
　
第
［
四

地
方
の
習
慣
は
、
そ
れ
自
体
道
徳
的
に
不
正
当
な
も
の
で
な
い
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

は
、
［
そ
れ
に
従
っ
て
人
々
が
判
決
を
し
て
も
よ
い
］
法
律
に
数
え

る
べ
き
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
こ
の
部
分
な
し
。

　
　
　
　
第
一
五

　
習
慣
に
反
す
る
こ
と
は
何
者
を
も
助
け
る
べ
き
で
な
い
。
即
ち
、

　
　
　
　
　
　
（
1
）

そ
の
［
者
の
行
っ
た
］
こ
と
が
法
律
に
違
反
す
る
と
認
定
さ
れ
た
後

に
、
何
者
も
、
そ
の
行
っ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
行
っ
て
い
る
多
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

人
々
が
い
る
と
話
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
【
の
事
件
］
を
救
う
こ

と
は
で
き
な
い
。

　
（
1
）
　
こ
の
部
分
な
し
。

　
（
2
）
　
こ
の
部
分
な
し
。

　
　
　
第
一
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
一
般
的
な
格
言
は
し
ば
し
ば
［
＊
］

こ
れ
ら
［
次
に
続
く
も
の
の
よ
う
に
、

法
律
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

　
（
2
）

そ
れ
ら
］
は
ま
た
、
法
律
で

も
あ
る
。

　
1
　
借
金
を
し
て
い
る
人
は
そ
れ
を
支
払
う
．
、

　
2
　
拳
を
振
り
か
ざ
し
て
も
罰
金
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
は
い
つ
も
で
は
な
い
。
］

［
し
か
し
、
そ
れ

3
　
羨
望
を
も
つ
人
は
証
言
し
て
は
な
ら
な
い
。

4
　
契
約
は
法
律
を
破
る
。

5
　
法
律
に
反
す
る
財
産
の
取
得
は
不
法
取
得
で
あ
る
。

6
　
二
重
の
悪
を
も
っ
て
害
悪
を
改
善
し
て
は
な
ら
な
い
。

7
　
何
人
も
自
分
の
事
件
の
裁
判
官
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

8
　
一
人
の
訴
え
だ
け
に
従
っ
て
何
人
も
判
決
さ
れ
て
は
い
け
な
い
。

9
　
公
権
剥
奪
者
は
証
言
す
べ
き
で
は
な
い
。

10

　
殴
る
者
は
違
反
し
て
い
る
。

　
　
　
　
（
4
）

n
　
［
恣
意
と
］
暴
力
は
国
の
法
で
は
な
い
。

12

　
真
実
ら
し
く
見
え
る
こ
と
は
す
べ
て
真
実
で
な
い
。

13

　
一
人
一
人
は
自
分
自
身
の
偏
っ
た
友
人
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

14

　
人
々
は
好
ん
で
見
た
事
柄
を
好
ん
で
証
言
［
し
、
支
持
］
す

　
る
。

15

　
［
人
々
は
他
人
と
法
律
を
と
も
に
す
る
が
、
打
撃
を
と
も
に

　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
す
る
こ
と
は
な
い
。
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

16

　
［
家
畜
を
も
た
な
い
者
は
体
で
罰
金
を
支
払
う
。
］

17

　
自
白
さ
れ
た
事
件
は
証
言
さ
れ
た
も
の
と
同
様
に
有
効
で
あ
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る
。

　
1
8
　
行
わ
れ
た
行
為
は
元
に
も
ど
ら
な
い
。

　
1
9
　
あ
る
者
が
違
反
す
る
場
合
、
そ
の
者
は
賠
償
も
し
な
け
れ
ば

　
　
な
ら
な
い
。

　
2
0
　
よ
そ
者
に
は
証
明
力
は
与
え
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

［
2
1
　
自
ら
の
自
由
を
乱
用
す
る
者
は
、
そ
れ
を
失
う
に
値
す
る
。
］

　
以
上
の
他
の
多
数
の
同
様
な
明
確
で
一
般
的
な
格
言
は
、
そ
れ
に

従
っ
て
判
決
で
き
る
よ
う
な
法
律
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
が
習
わ
し

で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
一
般
的
な
格
言
は
、
裁
判
官

の
知
っ
て
い
る
べ
き
法
律
が
欠
け
て
い
る
場
合
の
第
二
の
規
則
の
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

と
き
も
の
で
あ
［
り
、
か
つ
、
ひ
と
つ
の
根
拠
で
あ
］
る
か
ら
で
あ
る
。

パパパパ　　ハ　　987654321）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）

「
一
般
的
」

「
の
よ
う
な
も
の
」

こ
の
部
分
な
し
。

こ
の
部
分
な
し
。

こ
の
部
分
な
し
。

「
家
畜
を
も
た
な
い
者
は
体
で
罰
金
を
支
払
う
。
」

「
雌
豚
を
持
た
な
い
者
は
雌
牛
で
罰
金
を
支
払
う
。
」

こ
の
部
分
な
し
。

こ
の
部
分
な
し
。

　
　
　
　
第
一
七

　
国
王
の
、
理
由
が
あ
っ
て
欲
す
る
こ
と
は
、
法
律
に
数
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

［
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
］
一
般
の
人
々
が
同
意
し
て
い
る
こ
と

（
2
）

［
も
］
。

　
（
1
）
　
「
る
Q
」

　
（
2
）
　
「
は
法
律
に
数
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

　
　
　
　
第
一
八

　
法
律
の
文
言
の
読
ま
れ
る
通
り
に
行
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、

法
律
の
意
図
に
違
反
す
る
者
は
、
法
律
に
違
反
す
る
者
で
あ
り
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

し
て
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
こ
こ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
［
よ
く
］

起
こ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
国
で
は
罰
金
を
求
め
て
法
律
を
歪
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

法
律
を
作
っ
た
も
の
の
意
図
に
注
意
を
は
ら
わ
［
ず
、
］
暴
力
と
羨

　
（
3
）

望
［
が
］
重
要
事
に
な
っ
て
い
る
。

　
（
1
）
　
「
多
く
」

　
（
2
）
　
「
な
い
。
」

　
（
3
）
　
「
も
こ
こ
で
は
」

　
　
　
　
第
一
九

　
す
べ
て
の
法
律
は
、

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

法
的
及
び
道
徳
的
正
当
性
に
よ
り
定
め
ら
れ

　
（
1
）

［
罰
金
］
の
た
め
に
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
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は
な
い
。
［
何
と
な
れ
ば
、
罰
金
は
法
律
を
破
る
者
に
科
さ
れ
る
刑

罰
で
あ
る
が
、
法
律
は
、
違
反
さ
れ
る
よ
り
も
、
違
反
の
な
い
こ
と

を
望
ん
で
お
り
、
む
し
ろ
、
い
か
な
る
罰
金
も
必
要
と
さ
れ
な
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
を
見
守
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
］

　
（
1
）
「
金
銭
」

　
（
2
）
　
こ
の
部
分
な
し
。

　
　
　
　
第
二
〇

　
人
々
が
成
文
の
法
律
を
持
た
な
い
場
合
、
法
律
の
代
わ
り
に
そ
の

地
方
の
理
由
の
あ
る
習
慣
を
用
い
、
そ
れ
に
従
っ
て
判
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
第
二
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
同
じ
犯
罪
は
同
じ
刑
罰
を
［
要
求
し
、
］
そ
し
て
、
そ
れ
故
に
、

あ
る
者
が
富
者
か
貧
者
か
と
い
う
こ
と
に
従
っ
て
も
の
を
み
て
は
な

ら
ず
、
犯
罪
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、
一
方
を
他
方
と
同
じ
に
処
罰
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
1
）
　
「
有
す
る
。
」

　
　
　
第
ニ
ニ

裁
判
官
は
、
裁
判
所
に
来
る
者
に
優
し
く
話
し
か
け
な
け
れ
ば
な

　
　
　
　
（
1
）

ら
な
い
。
［
＊
］
で
な
け
れ
ば
、
正
し
く
判
決
し
な
い
と
疑
わ
れ

（
2
）［
、
］
そ
し
て
、
悪
意
で
訴
え
ら
れ
て
い
る
と
の
疑
い
を
そ
の
者
は

裁
判
官
に
対
し
て
抱
く
。
何
と
な
れ
ば
、
人
々
は
、
叱
責
さ
れ
、
悪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

意
で
訴
え
ら
れ
る
［
こ
と
に
注
意
し
て
裁
判
官
の
も
と
に
］
来
る
の

で
は
な
く
、
自
分
の
法
を
求
め
て
や
っ
て
来
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
、
事
件
が
当
事
者
の
ど
ち
ら
か
が
言
葉
で
罰
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
取
調
べ
が
な
さ
れ
、
判

決
が
言
渡
さ
れ
る
時
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ

以
前
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
（
1
）
　
「
何
と
な
れ
ば
」

　
（
2
）
　
「
る
。
」

　
（
3
）
　
「
た
め
に
そ
こ
に
」

　
　
　
　
第
二
三

　
法
廷
に
着
座
し
た
と
き
裁
判
官
は
ど
の
当
事
者
に
対
し
て
も
怒
り

を
抱
い
て
は
な
ら
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
怒
り
は
、
何
が
事
件
に
お

け
る
法
で
あ
る
か
を
熟
考
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
裁
判
官
を

妨
げ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
第
二
四

裁
判
官
は
、
事
件
を
充
分
に
根
拠
づ
け
る
以
前
に
判
決
を
急
ぎ
過
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ぎ
て
は
な
ら
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
性
急
な
判
決
が

正
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
稀
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
こ
の
部
分
な
し
。

　
　
（
1
）

［
有
効
で
、
］

　
　
　
　
第
二
五

　
裁
判
官
に
と
っ
て
、
法
律
の
適
用
に
厳
し
く
あ
る
べ
き
時
と
緩
や

か
で
あ
る
べ
き
時
と
を
知
る
と
い
う
賢
明
さ
以
上
に
必
要
性
の
［
大

（
1
）

き
い
］
も
の
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
全
て
の
刑
罰
は
改
善
を
目
指

す
べ
き
で
あ
［
り
、
又
も
し
可
能
な
ら
ば
刑
罰
は
そ
れ
を
受
け
る
者

が
自
ら
改
善
し
よ
う
と
い
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る

　
　
（
2
）

べ
き
で
あ
］
る
か
ら
で
あ
る
。
［
窃
盗
を
行
っ
た
者
に
起
こ
る
よ
う

に
、
そ
の
者
は
答
刑
台
に
繋
が
れ
、
両
耳
を
失
い
、
村
か
ら
は
追
放

さ
れ
、
そ
の
者
が
彼
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
の
い
な
い
他
の
土
地

に
逃
亡
し
、
そ
れ
か
ら
、
行
い
を
改
め
、
善
良
な
生
活
を
送
っ
た
と

し
て
も
、
決
し
て
信
頼
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
し
て
、
刑
罰
に
処

さ
れ
た
者
に
と
っ
て
刑
罰
は
妨
げ
で
あ
り
、
彼
は
、
そ
れ
を
疑
い
、

以
前
よ
り
悪
く
な
り
、
そ
の
た
め
に
む
し
ろ
直
ち
に
命
を
失
っ
た
方

が
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
晒
し
柱
に
繋
が
れ
、

村
か
ら
追
放
さ
れ
た
売
春
婦
に
も
起
こ
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
以

前
に
一
、
二
度
男
と
姦
通
し
た
者
が
そ
の
後
男
の
売
春
婦
に
な
り
、

改
善
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
以
前
よ
り
更
に
悪
く
な
る
機
会
が
刑
罰
に

よ
っ
て
生
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
人
々
が
害
悪
を
取
り
去
ら

ず
に
、
二
重
の
悪
を
作
り
出
し
て
い
る
よ
う
な
事
件
に
お
い
て
は
、

裁
判
官
は
賢
明
さ
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
法
律
は

常
に
改
善
を
要
求
し
、
か
つ
、
改
善
に
向
け
て
法
律
は
運
用
さ
れ
る

　
　
　
　
　
（
3
）

べ
き
な
の
で
あ
る
。
］

　
（
1
）
　
「
多
い
」

　
（
2
）
　
こ
の
部
分
な
し
。

　
（
3
）
　
こ
の
部
分
な
し
。

　
　
　
　
第
二
六

　
裁
判
官
は
［
人
の
名
誉
と
良
い
評
判
と
が
傷
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

判
決
を
急
い
で
し
て
は
い
け
な
い
。
］
そ
し
て
、
そ
れ
故
に
、
善
良

（
2
）
［
な
、
］
悪
評
の
な
い
男
や
女
を
あ
か
ら
さ
ま
な
叫
び
声
や
噂
の
中
に

置
き
、
宣
誓
を
強
制
す
る
よ
う
な
理
由
は
ま
っ
た
く
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
自
分
た
ち
が
そ
れ
に
よ
り
罰
金
を
取
れ
る
よ
う
な
方
法
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

そ
の
男
女
に
宣
誓
を
強
制
す
る
裁
判
官
は
相
当
の
［
無
思
慮
］
を
働

き
、
な
お
又
大
き
な
不
法
を
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

裁
判
官
は
、
自
ら
の
［
職
務
と
］
受
命
に
反
し
、
逆
の
こ
と
を
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

い
る
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
裁
判
官
の
職
務
と
は
［
常
に
、
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

覆
す
こ
と
よ
り
も
む
し
ろ
、
救
け
る
こ
と
で
［
あ
り
、
］
人
の
名
誉

と
良
い
評
判
と
を
守
り
、
そ
し
て
事
件
が
理
由
及
び
証
拠
に
よ
っ
て
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あ
ま
り
に
も
明
ら
か
で
あ
る
た
め
に
、
い
か
な
る
保
護
手
段
で
も
救

う
こ
と
の
で
き
な
い
場
合
を
除
い
て
［
傷
つ
け
る
こ
と
で
は
な
い
か

　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

ら
で
あ
る
。
］
そ
し
て
、
そ
れ
故
に
ひ
と
り
の
［
優
れ
た
人
の
］
評

判
、
名
誉
及
び
信
用
が
傷
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
罰
金
を
請
求
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

と
は
、
神
が
［
気
高
く
も
］
処
罰
し
よ
う
と
す
る
非
難
さ
る
べ
き
こ

　
　
　
　
　
（
1
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

と
な
の
で
あ
［
り
、
］
そ
し
て
、
人
の
［
名
誉
及
び
信
用
又
は
生
命
］

に
か
か
わ
る
こ
と
を
、
六
人
の
証
言
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
性
急

に
信
じ
込
む
こ
と
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
法
律
の
認
め
る
と
こ
ろ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

は
な
く
、
許
さ
れ
な
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。
［
こ
の
こ
と
か
ら
］
法

律
は
、
生
じ
た
個
々
の
軽
い
噂
話
が
証
言
を
有
す
べ
き
こ
と
を
欲
し

て
お
り
、
そ
れ
故
に
法
律
が
そ
の
数
の
証
人
に
委
ね
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。

（
1
）

　
た
り

ハ　　　　　パ　　　　　　

8765432
「
急
ぎ
す
ぎ
て
人
の
名
誉
と
善
い
評
判
と
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ

、
或
い
は
人
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
。
」

「
で
、
」

「
悪
意
と
有
害
な
行
為
」

こ
の
部
分
な
し
。

こ
の
部
分
な
し
。

「
る
。
」

「
裁
判
官
は
人
を
傷
つ
け
て
は
な
ら
な
い
。
」

「
人
の
良
い
」

12　11　10　9

こ
の
部
分
な
し
。

「
る
。
」

「
生
命
、
名
誉
又
は
信
用
」

こ
の
部
分
な
し
。

　
　
　
　
第
二
七

　
他
に
も
間
接
事
実
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
裁
判
官
が
軽
い
会
話

（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

［
や
］
噂
話
の
た
め
に
人
に
［
宣
誓
を
行
わ
せ
、
］
あ
る
い
は
宣
誓
を

強
制
す
る
こ
と
は
、
明
ら
か
に
不
法
で
あ
り
、
多
数
の
害
悪
が
そ
れ

よ
り
生
じ
得
る
。
何
と
な
れ
ば
、
あ
る
者
の
か
た
き
は
羨
望
及
び
悪

　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

意
［
の
た
め
に
有
害
な
］
噂
話
を
す
ぐ
に
ひ
ろ
め
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
ま
た
人
は
、
明
ら
か
に
そ
し
て
目
の
当
た

り
に
、
そ
の
よ
う
な
噂
話
に
な
っ
て
い
る
者
に
直
ち
に
宣
誓
を
強
制

し
た
場
合
に
、
多
く
の
虚
偽
の
噂
話
が
行
わ
れ
、
周
囲
に
広
く
行
き

渡
る
こ
と
が
い
か
に
多
い
か
と
い
う
こ
と
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

そ
こ
で
は
、
彼
ら
に
［
大
き
な
］
不
法
が
起
き
て
［
お
り
、
自
ら
そ

れ
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
噂
話
を
広
め
る
者
が
む
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ろ
訴
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
］

　
（
1
）
　
「
と
」

　
（
2
）
　
こ
の
部
分
な
し
。

　
（
3
）
　
「
か
ら
」
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（
4
）
　
こ
の
部
分
な
し
。

（
5
）
　
「
い
る
。
」

　
　
　
　
第
二
八

　
裁
判
官
は
、
や
む
を
得
な
い
必
要
か
ら
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

合
を
除
い
て
、
安
易
に
人
を
［
宣
誓
手
続
き
］
に
か
け
て
は
な
ら
ず
、

む
し
ろ
お
互
い
の
間
に
争
い
の
存
在
す
る
者
達
を
平
和
な
状
態
に
お

く
他
の
手
段
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
特
に
、

人
々
が
宣
誓
答
弁
を
し
や
す
い
こ
こ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
裁

判
官
が
や
め
さ
せ
る
べ
き
虚
偽
の
宣
誓
の
行
わ
れ
る
訴
訟
が
何
度
も

行
わ
れ
る
こ
と
は
恐
る
べ
き
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
「
宣
誓
」

告
人
に
宣
誓
を
強
制
す
る
こ
と
は
、
被
告
人
に
対
す
る
不
法
で
あ
る
。

何
と
な
れ
ば
、
訴
追
者
が
半
分
の
理
由
を
も
つ
場
合
訴
追
者
は
被
告

人
に
宣
誓
を
行
わ
せ
る
が
、
こ
の
場
合
を
除
い
て
被
告
人
を
処
罰
又

は
訴
追
す
る
、
即
ち
直
ち
に
宣
誓
を
行
わ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
、
訴
追
者
が
完
全
な
証
人
と
理
由
と
を
も
っ
て
い

る
場
合
に
は
、
訴
追
者
が
被
告
人
を
処
罰
し
た
と
い
う
こ
と
に
基
づ

い
て
、
被
告
人
に
宣
誓
を
行
わ
せ
る
こ
と
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、

何
人
も
明
白
な
理
由
と
証
人
と
に
対
抗
し
て
宣
誓
す
る
こ
と
を
許
さ

れ
ず
、
有
罪
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
半
分
の
理
由
に
よ

っ
て
処
罰
さ
れ
る
場
合
に
は
、
被
告
人
は
、
宣
誓
を
免
れ
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
（
1
）
　
こ
の
部
分
な
し
。

112

　
　
　
　
第
二
九

　
訴
追
者
が
自
ら
の
訴
追
事
件
に
つ
い
て
手
元
に
何
ら
の
理
由
も
証

拠
も
あ
る
い
は
ま
た
間
接
事
実
を
も
た
な
い
場
合
、
被
告
人
の
否
定

は
訴
追
者
の
肯
定
と
同
様
に
有
効
で
あ
り
、
被
告
人
は
宣
誓
を
強
制

さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
、
訴
追
者
が
何
ら
か
の
理
由
［
、

（
1
）

証
拠
］
、
も
し
く
は
間
接
事
実
を
も
つ
か
、
ま
た
は
証
人
を
一
人
で

も
も
つ
場
合
に
は
、
訴
追
者
の
肯
定
は
被
告
人
の
否
定
に
勝
り
、
訴

追
者
は
被
告
人
に
宣
誓
を
行
わ
せ
る
。
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
、
被

　
　
　
　
第
三
〇

　
訴
追
者
が
自
分
の
訴
追
事
件
に
つ
い
て
他
に
何
の
理
由
も
な
し
に
、

自
分
が
正
し
い
と
い
う
自
ら
の
宣
誓
に
よ
っ
て
事
件
を
維
持
し
よ
う

と
す
る
場
合
に
は
、
訴
追
者
は
右
の
宣
誓
に
よ
っ
て
、
被
告
人
に
宣

誓
を
行
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
宣
誓
は
宣
誓
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

対
抗
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
ま
し
て
、
そ
の
宣
誓
は
［
（
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

こ
こ
で
間
題
に
な
っ
て
い
る
故
に
［
）
］
訴
追
者
の
側
に
あ
る
べ
き

で
は
な
く
、
被
告
人
の
側
に
あ
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
宣
誓
に
よ
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っ
て
人
は
答
弁
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
訴
追
す
べ
き
で
は
な
く
、
ま
た
、

何
人
も
宣
誓
答
弁
を
し
て
、
自
ら
に
金
銭
の
支
払
を
さ
せ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

　
（
1
）
　
こ
の
括
弧
は
つ
い
て
い
な
い
。

　
　
　
　
第
三
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
大
逆
罪
事
件
又
は
［
そ
の
他
の
」
生
命
、
名
誉
ま
た
は
信
用
に
か

　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

か
わ
る
［
重
大
な
］
事
件
で
、
あ
る
者
が
、
［
拘
束
］
さ
れ
た
場
合

で
あ
っ
て
、
し
か
も
そ
の
者
を
有
罪
に
で
き
る
理
由
が
存
在
し
な
い

場
合
に
は
、
そ
の
者
に
宣
誓
を
行
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の

よ
う
な
場
合
、
法
典
に
は
一
二
人
の
参
審
員
が
設
置
さ
れ
、
参
審
員

が
そ
の
者
を
防
御
す
る
場
合
は
防
御
さ
れ
、
参
審
員
が
そ
の
者
を
有

罪
と
す
る
場
合
は
有
罪
と
さ
れ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
今
現
在
、

事
件
が
不
明
確
で
参
審
員
が
自
ら
防
御
す
る
こ
と
も
有
罪
に
す
る
こ

と
も
で
き
な
い
と
言
う
こ
と
が
時
々
あ
り
、
同
様
な
こ
と
は
昔
も
今

も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
正
し
い
言
い
方
で
は
な
い
。
何
と
な
れ

が
、
参
審
員
が
そ
の
者
を
有
罪
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
者
は
防
御
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
釈
放
さ
れ
る
べ
き
だ
か
ら

で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
有
罪
に
で
き
な
い
者
は
無
罪
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
し
人
が
何
事
も
証
明
で
き
な

か
っ
た
者
を
拷
間
す
る
と
し
た
な
ら
ば
、
法
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
人
は
常
に
、
覆
す
こ
と
よ
り
も
救
う
傾
向
を
多
く
も
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
て
、
不
明
確
な
事
件
で
あ
る
た
め
に
、
何
が

正
し
い
の
か
拾
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
者
が
犯

罪
者
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
訴
追
さ
れ
て
い
る
者
を
釈
放
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
す
べ
て
の
訴
訟
手
続
き
に
お
け
る

一
般
的
な
規
則
と
し
て
、
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
と
な
れ

ば
、
犯
罪
者
で
な
い
者
を
拷
問
す
る
こ
と
よ
り
も
犯
罪
者
を
自
由
に

し
て
や
る
方
が
ず
っ
と
い
い
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
裁
判
官
は
、
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ら
［
明
ら
か
な
理
由
及
び
証
拠
］
を
も
つ
場
含
を
除
い
て
、
何
者
を

も
拷
間
し
て
は
な
ら
［
ず
、
も
し
裁
判
官
が
そ
れ
を
越
え
る
場
合
に

は
、
そ
れ
は
暴
虐
で
あ
り
、
不
法
で
あ
っ
て
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
も

　
　
　
　
（
5
）

の
で
は
な
い
。
］

54321
こ
の
部
分
な
し
。

こ
の
部
分
な
し
。

「
訴
追
」

「
理
由
及
び
明
ら
か
な
証
拠
」

「
な
い
。
」

　
　
　
　
第
三
二

　
こ
こ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
民
衆
が
宣
誓
に
訴
え
る
傾
向
が
か
な
り

　
　
ム
　
　

あ
る
の
で
、
裁
判
官
は
、
ラ
ー
グ
マ
ン
に
対
し
て
、
彼
ら
が
ど
の
よ
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う
な
理
由
を
知
っ
て
い
る
か
、
［
彼
ら
が
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

そ
の
者
が
犯
罪
者
で
な
い
と
知
っ
て
い
た
か
、
］
或
い
は
又
、
彼
ら

が
宣
誓
答
弁
を
で
き
る
場
合
に
は
他
の
間
接
事
実
を
知
っ
て
い
る
か

ど
う
か
を
訊
ね
る
の
が
適
切
で
あ
る
。
そ
し
て
、
裁
判
官
は
、
そ
の

　
　
（
2
）

者
が
［
＊
］
許
さ
れ
る
べ
き
者
か
ど
う
か
を
最
初
に
調
べ
た
場
合
を

除
い
て
、
手
続
き
を
先
に
進
め
、
宣
誓
答
弁
す
る
こ
と
を
決
し
て
性

急
に
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
（
1
）
　
「
又
は
、
彼
ら
が
防
御
し
て
い
る
者
を
犯
罪
者
で
な
い
と
信
じ

　
　
る
く
ら
い
に
正
確
に
知
っ
て
い
る
か
」

　
（
2
）
　
「
宣
誓
答
弁
を
な
し
得
る
こ
と
を
」

　
＊
　
勾
勾
一
8
0
版
注
、
こ
の
制
度
は
古
い
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
制
度
で

　
　
あ
る
共
同
宣
誓
者
（
O
o
ヨ
建
眞
象
震
8
）
に
関
す
る
も
の
で
廃
止

　
　
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
第
三
三

　
訴
追
者
の
訴
追
事
件
を
退
け
る
こ
と
の
で
き
る
理
由
の
あ
る
証
拠

　
（
1
）

［
又
は
］
証
人
を
被
告
人
が
も
っ
て
い
る
場
合
、
な
お
そ
の
事
件
に

つ
い
て
そ
の
者
に
宣
誓
を
行
わ
す
こ
と
は
不
法
で
あ
る
。
何
と
な
れ

ば
、
証
人
及
び
証
拠
に
理
由
が
あ
り
、
か
つ
、
裁
判
官
が
そ
れ
を
是

認
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
そ
の
者
に
と
っ
て
有
用
で
あ
る
べ

き
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
理
由
が
完
全
な
も
の
で
な
い
場
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

は
、
そ
の
も
の
は
宣
誓
を
［
強
制
さ
れ
る
］
。
理
由
及
び
証
人
に
よ

っ
て
、
自
ら
を
防
御
で
き
な
い
場
合
に
は
、
宣
誓
手
続
き
及
び
宣
誓

に
よ
っ
て
自
ら
を
防
御
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
1
）
　
「
及
び
」

　
（
2
）
「
行
う
」

　
　
　
　
第
三
四

　
あ
る
者
に
つ
い
て
宣
誓
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
、
「
私
は
、
そ
の

者
の
宣
誓
が
真
実
で
あ
っ
て
虚
偽
で
な
い
よ
う
神
の
救
け
を
願
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

い
る
。
」
と
［
い
う
よ
う
な
あ
れ
や
こ
れ
や
の
方
法
で
］
宣
誓
答
弁

　
　
　
　
　
　
ム
　
　

す
る
習
わ
し
が
あ
る
。
こ
の
方
法
は
、
事
件
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て

い
る
場
合
を
除
い
て
危
険
な
宣
誓
で
あ
り
、
か
つ
、
神
が
気
高
く
も

お
怒
り
に
な
る
多
く
の
虚
偽
の
宣
誓
が
行
わ
れ
る
恐
ろ
し
い
も
の
で

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
方
法
を
裁
判
官
は
や
め
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ

故
に
、
ラ
ー
グ
マ
ン
は
「
私
が
事
件
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
理
由
及

び
間
接
事
実
並
び
に
私
が
こ
の
者
と
結
ん
だ
交
際
か
ら
、
私
が
こ
の

者
の
宣
誓
が
真
実
で
あ
っ
て
虚
偽
で
な
い
と
信
じ
る
よ
う
に
、
神
が

私
を
救
け
て
く
れ
る
よ
う
に
願
う
。
」
と
い
う
よ
う
な
あ
れ
や
こ
れ

や
の
方
法
で
宣
誓
答
弁
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
事
件
に

関
係
あ
る
者
が
不
法
に
宣
誓
答
弁
し
た
と
し
て
も
、
ラ
ー
グ
マ
ン
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

適
法
に
［
、
不
法
に
で
は
な
く
、
］
宣
誓
答
弁
で
き
、
そ
の
方
が
ず
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っ
と
良
く
、
多
く
の
者
が
偽
っ
て
宣
誓
答
弁
す
る
よ
り
も
、
一
人
の

者
が
不
法
に
宣
誓
答
弁
す
る
方
が
神
の
怒
り
は
ず
っ
と
小
さ
く
な
る
。

六
人
又
は
二
一
人
前
後
の
優
れ
た
信
頼
で
き
る
人
々
が
事
件
を
申
し

立
て
ら
れ
て
い
る
人
を
犯
罪
者
で
な
い
と
信
じ
て
い
る
場
合
に
は
、

裁
判
官
は
、
そ
れ
ら
の
優
れ
た
人
々
の
信
念
に
従
っ
て
、
そ
の
者
に

無
罪
の
判
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
場
合
に
は
判
決
は
宣
誓

を
し
て
い
る
者
本
人
の
宣
誓
と
そ
の
者
に
つ
い
て
宣
誓
答
弁
し
て
い

る
者
の
信
念
と
に
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
裁
判
官
に
と
っ
て
は
、

そ
の
こ
と
が
そ
の
者
に
無
罪
の
判
決
を
す
る
の
に
充
分
な
理
由
及
び

根
拠
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
右
の
宣
誓
が
な
さ
れ
た
場
合
に

は
、
ラ
ー
グ
マ
ン
の
誰
か
が
そ
の
者
が
犯
罪
者
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
場
合
、
こ
の
場
合
に
は
そ
の
よ
う
な
者

　
　
　
　
　
　
（
3
）

［
は
（
も
し
い
れ
ば
）
］
虚
偽
宣
誓
者
で
あ
り
、
刑
罰
を
受
け
る
べ
き

で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
場
合
を
除
い
て
事
件
に
関
係
あ
る
者
以
外

何
人
も
虚
偽
宣
誓
罪
と
は
な
ら
な
い
。

（
1
）
　
こ
の
部
分
な
し
。

（
2
）
　
こ
の
部
分
な
し
。

（
3
）
　
「
が
も
し
い
れ
ば
、
」

＊
　
菊
閃
嵩
8
版
注
、
こ
の
規
定
は
、
被
告
人
が
法
廷
で
無
罪
の
宣

　誓を

す
る
た
め
に
、
多
数
の
共
同
宣
誓
者
を
必
要
と
し
た
以
前
の
ス

　
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
訴
訟
形
式
で
あ
り
、
今
口
て
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
場
合
、
被
告
人
か
ま
ず
無
罪
の
宣
誓
答
弁
を
行
い
、
そ
の
後
に

そ
の
答
弁
が
真
実
で
あ
る
と
の
宣
誓
を
共
同
宣
誓
者
が
宣
誓
答
弁
す

る
。
（
注
の
位
置
か
ら
二
つ
の
注
を
一
つ
に
し
た
。
訳
者
編
注
）

　
　
　
　
第
三
五

　
す
べ
て
の
判
決
は
明
ら
か
な
理
由
及
び
証
拠
に
よ
っ
て
固
め
ら
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
裁
判
官
は
、
理
由
及
び

証
拠
に
よ
ら
な
い
で
い
か
な
る
こ
と
を
も
判
決
し
て
は
な
ら
な
い
か

ら
で
あ
る
。
訴
追
者
が
何
ご
と
も
証
明
で
き
な
い
場
合
、
被
告
人
は

無
罪
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
訴
追
者
は
自
ら
の
訴
追
事
件
に
つ
い

　
　
　
　
（
1
）

て
［
理
由
及
び
］
証
拠
を
有
し
て
い
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
人
々
は
常
に
、
行
わ
れ
た
ま
ま
の
又
は
生
じ
た
ま
ま
の
も
の
と
し

て
の
行
為
に
つ
い
て
判
決
し
て
は
な
ら
ず
、
人
々
は
そ
の
行
為
が
ど

の
よ
う
な
目
的
を
も
っ
て
な
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
に
注
目
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
人
々
は
そ
の
行
為
を
行
っ
た
者
の
意
図
、
そ
れ
が

冷
酷
さ
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
か
否
か
に
従
っ
て
そ
の
行
為
に
判
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
故
に
、
人
々
は
、
他
の
者
か
ら

何
物
か
を
秘
か
に
取
り
去
る
者
を
、
い
つ
で
も
窃
盗
罪
だ
と
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
あ
る
者
は
不
注
意
か
ら
持
ち
去
り
、

自
分
の
も
の
だ
っ
た
と
思
っ
た
り
、
そ
の
他
同
様
［
に
、
あ
る
者
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

悪
心
か
ら
盗
み
、
他
の
者
は
ま
っ
た
く
の
貧
し
さ
か
ら
盗
む
］
場
合
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も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
意
識
的
に
意
志
を
も
っ
て
自
分
の
稼
ぎ
を
他

人
か
ら
取
り
去
っ
た
場
合
を
除
い
て
、
何
人
も
窃
盗
罪
と
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

は
し
な
い
。
同
様
に
ま
た
、
［
す
べ
て
の
他
の
事
件
に
お
い
て
も
、
］

人
は
行
為
よ
り
も
故
意
及
び
意
図
に
注
目
［
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

（
4
）い
。
］

　
（
1
）
　
こ
の
部
分
な
し
。

　
（
2
）
　
「
な
」

　
（
3
）
　
こ
の
部
分
な
し
。

　
（
4
）
　
「
す
る
こ
と
が
は
る
か
に
優
っ
て
い
る
」

　
　
　
　
第
三
六

　
こ
こ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
二
人
の
者
が
争
っ
て
い
る
場
合
一
方
が

他
方
を
盗
人
と
呼
ぶ
よ
う
な
こ
と
や
他
の
同
様
な
こ
と
が
よ
く
あ
っ

て
、
習
慣
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
た
者
は
［
法
会

（
1
）や
］
裁
判
所
に
片
方
を
召
喚
し
、
相
手
が
自
分
を
窃
盗
と
か
そ
の
よ

う
な
他
の
事
で
処
罰
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
い
、
自
分
が
相
応
の

刑
罰
を
受
け
る
か
公
権
剥
奪
者
に
な
る
か
ど
ち
ら
か
に
な
る
よ
う
に

自
分
に
損
害
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
場
合
裁
判
官

は
賢
明
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
讃
責
と
完
全
な
処
罰
と
を
区
別
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
［
怒
っ
て
、
性
急
に
あ
る
者
を
盗
人
な
ど
と
呼

ぶ
こ
と
は
、
羨
望
か
ら
冷
酷
に
そ
の
者
を
法
律
に
よ
っ
て
有
罪
と
す

　
　
　
（
2
）

る
こ
と
と
は
］
ま
っ
た
く
別
の
こ
と
で
あ
る
。
犯
罪
が
同
じ
で
な
い

よ
う
に
、
刑
罰
も
同
じ
で
あ
る
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
、
裁
判
官
は
、

〈
＊
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

法
典
の
内
容
と
す
る
と
こ
ろ
が
［
＊
］
讃
責
か
そ
う
で
な
い
か
に

　
　
（
4
）

［
正
し
く
］
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
1
）
　
こ
の
部
分
な
し
。

　
（
2
）
　
「
怒
り
と
性
急
さ
と
か
ら
盗
人
と
非
難
す
る
こ
と
と
、
冷
酷
さ

　
　
か
ら
盗
人
と
非
難
し
て
、
彼
を
法
律
に
よ
っ
て
有
罪
で
あ
る
と
す
る

　
　
こ
と
と
は
正
し
く
異
な
り
、
」

　
（
3
）
　
「
正
し
く
」

　
（
4
）
　
こ
の
部
分
な
し
。

　
＊
　
閑
勾
嵩
8
版
注
、
園
帥
び
誓
き
㌣
ω
碧
ぎ
⇒
o
り
T
ぴ
の
タ
イ
ト
ル
の

　
　
一
三
章
一
及
び
二
条
を
見
よ
。

　
　
　
　
第
三
七

　
　
　
　
（
1
）

　
［
し
ば
し
ば
］
虚
偽
の
宣
誓
が
な
さ
れ
る
習
慣
が
あ
る
の
で
、
裁

判
官
は
理
由
な
く
証
言
の
証
明
力
を
認
め
て
は
な
ら
ず
、
む
し
ろ
、

裁
判
官
は
、
そ
れ
が
価
値
あ
る
証
人
か
否
か
、
羨
望
を
も
っ
た
証
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

か
否
か
、
重
要
な
［
証
人
又
は
］
理
由
で
あ
る
か
否
か
、
そ
れ
が
虚

偽
宣
誓
者
も
し
く
は
公
権
剥
奪
者
で
あ
る
か
否
か
、
又
は
、
証
人
が

信
頼
で
き
る
か
否
か
を
誰
で
も
知
っ
て
い
る
く
ら
い
に
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
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な
誤
り
の
あ
る
場
合
に
は
、
証
言
の
証
明
力
は
与
え
ら
れ
な
い
。
何

人
も
、
自
分
に
不
利
な
証
人
に
な
る
場
合
を
除
き
、
自
ら
の
事
件
の

証
人
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
そ
れ
は
自
白
事
件

だ
か
ら
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
こ
の
部
分
な
し
。

　
（
2
）
　
「
知
識
及
び
」

　
　
　
　
第
三
八

　
何
人
に
対
し
て
も
拷
問
に
よ
る
自
白
に
従
っ
て
判
決
し
て
は
な
ら

な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
自
白
は
虚
偽
で
あ
る
の
が
習
慣

で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
に
従
っ
て
判
決
で
き
る
理
由
が
［
自
己
負

（
1
）罪
］
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
る
こ
と
が
起
こ
る
場
合
を
除
き
、
彼
が
苦

し
ん
だ
拷
間
の
た
め
に
多
く
の
人
々
が
真
実
で
は
な
［
く
、
又
起
き

　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

て
も
い
な
］
い
こ
と
を
自
白
す
る
［
の
は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
］
か
ら

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
、
右
の
よ
う
な
拷
問
を
ど
の
よ
う
に
し

て
行
う
に
せ
よ
、
完
全
に
罪
の
な
い
者
を
拷
問
し
な
い
こ
と
は
賢
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
レ

さ
に
属
す
る
こ
と
で
あ
［
り
、
ま
た
、
ユ
ン
グ
フ
ル
ー
及
び
そ
の
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
拷
間
を
用
い
る
こ
と
は
明
ら
か
に
暴
虐
で
あ
り
、
］
不
法
が
し
ば

し
ば
生
じ
て
い
る
の
で
、
控
え
る
の
が
良
策
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、

大
逆
罪
の
事
件
の
場
合
を
除
い
て
、
殺
人
事
件
の
た
め
に
拷
問
を
行

う
べ
き
で
は
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
故
に
、
多
く
の
執
行
吏
が
彼
ら
の

補
縛
し
た
者
を
自
白
へ
と
強
制
し
［
、
そ
の
同
じ
自
白
の
後
に
直
ち

（
5
）に
］
、
そ
の
自
白
が
正
し
い
か
正
し
く
な
い
か
に
構
わ
ず
、
捕
縛
し

た
者
を
死
刑
や
罰
金
刑
に
処
し
、
後
で
拷
問
さ
れ
て
な
い
と
き
に
は

否
認
す
る
よ
う
な
自
分
の
行
為
に
責
任
が
あ
る
と
い
う
決
定
を
下
す

と
い
う
不
法
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

る
場
合
は
大
部
分
［
金
銭
］
の
た
め
か
ら
で
あ
り
、
明
ら
か
に
、
紳

士
た
る
も
の
の
認
め
る
べ
き
で
な
い
暴
虐
で
あ
り
、
不
法
で
あ
る
。

（
1
）
　
「
自
白
」

（
2
）
　
こ
の
部
分
な
し
。

（
3
）
　
こ
の
部
分
な
し
。

（
4
）
　
「
る
。
そ
し
て
、
ユ
ン
グ
フ
ル
ー
及
び
そ
の
他
の
拷
問
が
最
後

　
に
用
い
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
も
、
」

（
5
）
　
こ
の
部
分
な
し
。

（
6
）
　
「
罰
金
」

＊
　
閑
勾
嵩
8
版
注
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
は
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
と
い
う

通
常
の
拷
問
が
古
く
か
ら
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
特
別
な
箱
の
中
に
一

　人で

閉
じ
込
め
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
今
日
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国

　
で
は
す
べ
て
の
拷
問
が
完
全
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
第
三
九

そ
の
者
の
名
誉
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
判
決
が
あ
る
者
に
対
し
て
執
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行
さ
れ
る
と
き
、
そ
の
こ
と
か
ら
多
数
の
者
が
自
分
た
ち
の
名
誉
を

守
る
と
言
い
出
す
こ
と
が
起
き
、
そ
の
と
き
そ
れ
ら
多
数
の
者
は
自

分
た
ち
の
判
決
を
守
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
訴
え
が
無
理
解
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
多
く
の
人
々
は
［
心
情
に
と
ど
め
て
い

（
1
）る
。
］
裁
判
官
が
自
ら
の
最
大
の
理
解
力
に
従
い
、
か
つ
、
彼
に
示

さ
れ
た
理
由
に
従
っ
て
判
決
す
る
と
き
、
裁
判
官
に
責
任
は
な
い
。

事
件
が
そ
の
後
に
も
っ
と
理
解
力
の
あ
る
他
の
裁
判
官
の
も
と
に
回

っ
て
き
て
、
か
つ
、
も
っ
と
よ
い
証
拠
も
あ
っ
て
、
違
っ
た
方
法
で

判
決
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
裁
判
官
は
そ
れ
に
堪
え
る
こ
と
が
で
き
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
の
名
誉
に
は
何
ら
の
傷
も
つ
か
な
い
。
し
か

し
、
そ
の
裁
判
官
が
賄
賂
及
び
贈
物
、
暴
力
又
は
友
情
の
た
め
に
虚

偽
の
判
決
を
言
い
渡
し
た
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
裁

判
官
は
、
そ
れ
に
よ
り
名
誉
を
得
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
都
市

法
典
に
せ
よ
地
方
法
典
に
せ
よ
、
何
ら
の
成
文
の
規
定
が
な
く
、
ま

た
、
そ
れ
に
従
っ
て
判
決
で
き
る
土
地
の
習
慣
も
な
い
よ
う
な
、
疑

わ
し
い
事
件
が
生
じ
る
と
き
に
は
、
人
々
は
優
れ
た
人
々
の
意
見
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

聞
き
、
事
件
が
識
別
さ
れ
得
る
よ
う
に
、
自
ら
の
［
最
高
の
］
理
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

力
と
知
識
と
に
従
っ
て
判
決
［
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
］
何
と
な
れ

ば
、
紛
争
を
明
確
に
識
別
す
る
こ
と
が
裁
判
官
の
職
務
の
要
求
す
る

と
こ
ろ
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
　
（
1
）
　
「
考
え
て
い
る
。
」

（（32
「
最
善
の
」

「
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

　
　
　
　
第
四
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
事
件
が
不
明
確
な
場
合
に
は
、
人
々
は
［
訴
追
］
し
て
い
る
者
よ

り
も
、
む
し
ろ
訴
追
さ
れ
て
い
る
者
を
援
助
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

危
険
に
直
面
す
る
者
は
有
利
な
地
位
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
有

利
な
地
位
及
び
利
益
を
も
つ
者
は
危
険
に
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
「
他
人
を
訴
追
」

　
　
　
　
第
四
一

　
す
べ
て
の
事
件
に
お
い
て
裁
判
官
は
第
一
に
、
平
穏
犯
罪
、
窃
盗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

罪
、
故
意
［
も
し
く
は
過
失
］
に
よ
る
傷
害
罪
な
ど
い
か
な
る
名
称

が
事
件
に
附
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
、
又
は
、
何
ご
と
で
あ
れ

事
件
が
処
理
さ
れ
る
以
前
に
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
か
ら
、
事
件
が
始
ま
っ

た
後
に
判
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
1
）
　
こ
の
部
分
な
し
。
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第
四
二

　
法
律
を
作
っ
た
者
の
意
図
を
守
ら
な
い
者
は
法
律
を
歪
め
る
者
で

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

あ
り
、
そ
し
て
、
［
法
律
］
を
歪
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

は
裁
判
官
職
の
宣
誓
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
何
人
も
他
の
者
に

そ
の
者
自
身
の
有
す
る
よ
り
も
大
き
い
法
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、

　
　
　
　
（
2
）

子
供
は
［
両
親
］
よ
り
も
大
き
い
法
を
相
続
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
（
3
）

［
ま
た
、
］
何
人
も
他
の
者
に
そ
の
者
自
身
が
有
す
る
よ
り
も
大
き
い

権
限
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
（
1
）
　
「
法
律
に
基
づ
い
て
法
律
」

　
（
2
）
　
「
父
親
の
有
し
て
い
た
」

　
（
3
）
　
こ
の
部
分
な
し
。

　
　
　
　
第
四
三

　
そ
し
て
、
以
上
に
述
べ
た
こ
と
は
裁
判
官
を
少
し
で
も
正
す
こ
と

に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
人
々
が
、
正
し
く
従
う
べ
き
も
の
と
し
て
、

こ
の
規
則
に
従
お
う
と
す
る
と
き
、
罰
金
は
い
く
ら
か
で
も
少
な
く

な
る
こ
と
を
告
白
す
る
な
ら
ば
、
神
の
怒
り
も
そ
れ
だ
け
小
さ
く
な

る
。
そ
し
て
、
一
般
の
人
々
の
間
の
法
的
及
び
道
徳
的
正
当
さ
が
そ

れ
だ
け
大
き
く
な
り
、
よ
り
大
き
な
力
が
そ
こ
に
存
在
す
る
こ
と
に

な
る
。

不
法
な
罰
金
は
何
人
を
も
豊
に
す
る
こ
と
は
な
い
。

し
か
し
、
法
律
及
び
法
は
紳
士
の
褒
賞
で
あ
る
。
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